
に
目
覚
め
る
セ
ミ
ナ
ー
な
の
だ
。
な
お
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
内

容
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
な
っ
て
ア
マ
ゾ
ン
で
販
売
（
検
索
：
意

思
決
定
）し
て
い
る
の
で
、
是
非
見
て
欲
し
い
。

　
入
社
志
望
の
学
生
は
、
会
社
見
学
会
や
３
回
の
面
接

を
経
て
内
定
に
至
る
が
、
こ
の
中
で
は
先
輩
方
が
自
ら
意

思
決
定
し
、
実
に
イ
キ
イ
キ
と
働
い
て
い
る
こ
と
を
体
感

す
る
。
よ
く
あ
る
面
接
は
、
会
社
側
は
「
採
用
し
た
い

か
ら
よ
そ
行
き
の
仮
面
を
か
ぶ
る
」、
学
生
側
も
「
採
用

さ
れ
た
い
か
ら
よ
そ
行
き
の
仮
面
を
か
ぶ
る
」
の
仮
面
面

接
だ
が
、
当
社
で
は
仮
面
を
脱
い
だ
「
本
気
面
接
」
を

行
う
。
お
互
い
が
仮
面
の
ま
ま
で
結
婚
し
て
も
、
す
ぐ

に
現
実
が
待
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
早
期
離
職
の
原
因
を

作
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
就
活
生
が
一
番
驚
く
の
は
、
内
定
を
出
し
た
後
、「
内

定
を
も
ら
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
就
職
活
動
を
止
め
て
は

だ
め
。
人
事
を
尽
く
し
て
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
物
語
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
の
よ
う

だ
。
内
定
を
出
し
た
限
り
は
も
う
他
は
回
ら
な
い
で
と
い

う
「
オ
ワ
ハ
ラ
」
が
横
行
す
る
中
、
ど
こ
ま
で
も
「
本
物

の
意
思
決
定
」
を
迫
る
当
社
の
姿
勢
に
、“

こ
の
企
業
文

化
は
本
物
だ”

と
感
じ
る
学
生
も
多
い
。

４
．日
本
一
長
い
入
社
式

　
４
月
１
日
の
入
社
式
に
筆
者
も
参
列
し
た
が
、
テ
レ
ビ

局
３
社
、
新
聞
社
４
社
、
雑
誌
社
１
社
が
取
材
に
入
っ

て
い
た
。
理
由
は
２
つ
。
１
つ
は
９
時
か
ら
17
時
ま
で
の

日
本
一
長
い
入
社
式
、
そ
し
て
10
か
国
29
名
の
外
国
籍

社
員
が
各
国
の
民
族
衣
装
で
参
加
す
る
点
だ
。

　
で
は
何
故
、
日
本
一
長
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
？
そ
れ

は
「
個
」
の
尊
厳
を
、
組
織
運
営
の
都
合
よ
り
も
上
位

に
置
く
か
ら
だ
。
１
１
８
名
全
員
に
、
親
や
知
人
か
ら
の

激
励
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
。
外
国
籍
社
員
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
は
字
幕
が
付
く
。
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
固
有

の
内
容
で
書
か
れ
た
「
入
社
激
励
書
」
が
授
与
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
が
「
決
意
表
明
ス
ピ
ー
チ
」
を

す
る
。
１
１
８
名
分
を
読
み
上
げ
、
握
手
す
る
社
長
の

加
治
幸
夫
氏
は
大
変
だ
。
仮
に
他
の
上
場
企
業
で
、
同

様
の
こ
と
を
発
案
し
た
と
し
て
、「
社
長
、
６
時
間
壇
上

で
、
入
社
激
励
を
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
？
当
社
で
こ
れ
が
出
来
る
の
は
、「
個
」
の
尊
厳
を

最
上
位
に
置
く
企
業
文
化
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
決
意
表
明
に
お
い
て
も
、
数
人

が
マ
イ
ク
を
使
わ
な
い
地
声
で
語
る
と
い
う
「
意
思
決

定
」
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
全
員
に
共
通
し
て
い
た
の
が
、

「
何
々
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
で
は
な
く
、「
何
々
し
ま

す
」
と
の
言
い
切
り
だ
っ
た
。
人
の
意
思
力
は
語
尾
に
現

れ
る
と
言
う
。
幾
人
か
が
、「
何
々
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
言
い
か
け
て
、
必
死
に
「
何
々
し
ま
す
」
へ
と
思
考
修

正
し
て
い
る
こ
と
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

５
．ま
と
め

１ 

理
念
型
採
用

　
規
模
や
業
種
で
採
用
す
る
の
で
は
な
い
。
理
念
で
採
用

す
る
の
だ
。
何
故
な
ら
、
企
業
の
目
的
は
理
念
の
実
現
。

そ
の
同
志
を
求
め
る
の
が
採
用
活
動
。

２ 

人
財
像
と
風
土
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　
人
財
と
い
う
種
を
蒔
い
て
、
そ
れ
が
発
芽
し
、
成
長

す
る
の
は
、
そ
の
種
に
適
し
た
風
土
が
あ
る
か
ら
だ
。
人

財
像
を
明
確
に
し
、
そ
の
人
財
（
学
生
）に
風
土
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
だ
。

３ 

採
用
は
ト
ッ
プ
の
志
事

　
人
手
不
足
倒
産
の
時
代
。
採
用
活
動
を
現
場
に
丸
投

げ
し
て
は
危
険
。
採
用
は
ト
ッ
プ
の
志
事
と
位
置
付
け

る
。
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こ
こ
５
年
前
よ
り
日
本
企
業
の
生
産
性
の
低
さ
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
向
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。
と

う
と
う
政
府
主
導
で
「
働
き
方
改
革
」
な
る
も
の
ま
で

打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
働
き
方
改
革
の
本
質
は
、「
一
人

当
た
り
の
生
産
性
の
向
上
」
つ
ま
り
「
生
産
性
改
革
」

で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ（
ク
ラ
ウ
ド
）や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
投
資
も
勿

論
必
要
で
あ
る
が
、
一
切
費
用
の
掛
か
ら
な
い
「
生
産

性
改
革
」
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
意
思
決
定
」
と
「
議
論
」

だ
。「
意
思
決
定
に
よ
る
倍
速
化
」×

「
議
論
に
よ
る
局

面
最
善
手
」＝「
生
産
性
倍
増
の
法
則
」

　
実
は
当
社
の
13
期
連
続
増
収
増
益
の
中
核
エ
ン
ジ
ン

は
、
上
記
の
「
生
産
性
倍
増
の
法
則
」
な
の
だ
。
で
は
や

れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
事
は
そ
う

簡
単
で
は
な
い
。
２
０
１
０
年
に
小
林
佳
雄
氏
が
「
カ
ン

ブ
リ
ア
宮
殿
」
に
出
演
し
た
と
き
、
進
行
の
村
上
龍
氏

が
「
意
思
決
定
、
こ
れ
は
日
本
で
は
最
も
理
解
さ
れ
な
い

も
の
の
一
つ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。
事
例
を
挙
げ
て

み
よ
う
。

　
海
外
で
数
か
国
の
企
業
代
表
が
事
業
開
発
案
件
の
テ

ー
ブ
ル
に
着
い
た
時
、
呆
れ
ら
れ
る
の
が
、
日
本
人
の
「
こ

の
結
論
は
本
社
に
伺
っ
て
か
ら
ご
回
答
し
ま
す
」
と
い
う

発
言
だ
。「
あ
な
た
の
会
社
は
、
こ
の
場
で
意
思
決
定
で

き
な
い
人
を
派
遣
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」

　
あ
る
い
は
日
本
企
業
で
は
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て
い
る

「
根
回
し
」
や
「
空
気
を
読
む
」
も
、
一
歩
世
界
に
出

れ
ば
、
非
常
識
で
し
か
な
い
。
当
社
で
は
、
社
内
ル
ー
ル

に
「
根
回
し
禁
止
」
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
事
前
に
、

常
務
の
ご
意
向
は
こ
れ
こ
れ
で
す
と
聞
か
さ
れ
た
の
で

は
、
議
論
の
起
き
よ
う
が
な
い
。
会
議
と
は
会
し
て
議
論

す
る
こ
と
だ
。
議
論
を
尽
く
し
に
尽
く
し
て
、
こ
の
問

題
の
解
決
や
こ
の
課
題
の
実
現
に
は
、
こ
れ
が
最
善
の
策

で
あ
る
と
意
思
決
定
す
る
こ
と
な
の
だ
。

　
実
は
、
製
造
業
が
主
役
の
時
代
、
日
本
企
業
の
生
産

性
は
、
世
界
で
も
１
位
か
２
位
だ
っ
た
。
２
０
０
０
年
代

に
入
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
主
役
が
移
る
と
、
生
産
性
は

急
低
下
し
て
い
く
。
世
界
で
も
競
争
に
勝
つ
「
物
造
り
」

で
は
出
来
た
議
論
が
、「
人
」
が
軸
に
な
っ
て
く
る
と
何

故
か
鈍
る
。
周
り
の
空
気
を
読
ま
な
い
で
個
人
が
意
思

決
定
し
、
自
己
表
現
が
出
来
る
。
上
司
の
顔
色
を
窺
っ

た
り
、
場
の
空
気
を
読
ん
だ
り
し
な
い
で
本
気
の
議
論
が

出
来
る
。
こ
う
い
う
風
土
創
り
に
、
小
林
佳
雄
氏
は
心

血
を
注
い
で
き
た
。
と
い
う
こ
と
は
、求
め
る
人
財
も
「
意

思
決
定
と
議
論
が
出
来
る
人
」
と
な
る
。
採
用
活
動
に

お
い
て
は
、
こ
の
人
財
像
が
明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
、
人
財
と
風
土
の
相
思
相
愛
関
係
を
生
み
だ
す

コ
ツ
だ
。
相
思
相
愛
で
な
い
か
ら
早
期
離
職
が
生
ま
れ
る

の
だ
。

３
．仮
面
を
脱
い
だ
就
活

　
当
社
の
入
社
式
は
４
月
１
日
。
今
年
迎
え
た
の
は
１
１

８
名
。
こ
の
新
人
達
の
、
当
社
へ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク

ト
の
場
面
が
実
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
ほ
ぼ
全
員
が
「
意
思
決

定
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
が
、
入
社
へ
の
き
っ
か
け
だ
。
一
般

的
に
は
会
社
説
明
会
と
呼
ば
れ
る
場
面
だ
が
、
こ
こ
で

講
師
と
し
て
立
つ
の
が
小
林
佳
雄
氏
。

  

一
部
上
場
企
業
の
会
社
説
明
会
で
、
ト
ッ
プ
が
２
時
間

半
、
熱
弁
を
揮
う
と
い
う
事
例
を
、
筆
者
は
他
に
知
ら

な
い
。
し
か
も
会
社
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
学
生
の
入
社
志
願
率

は
約
50
％
と
、
と
て
も
高
い
。
会
社
の
こ
と
か
ら
先
に
話

す
と
、
焼
き
肉
、
ラ
ー
メ
ン
、
お
好
み
焼
き
な
ど
の
話

と
な
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
学
生
の
外
食
産
業
志
望
率

は
低
い
。

　
し
か
し
、
後
悔
し
な
い
人
生
の
決
め
方
、
会
社
の
選
び

方
、
そ
の
本
質
は
「
本
物
の
意
思
決
定
」
に
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
学
生
は
、
心
の
中
で
こ
う
つ
ぶ
や
く
。“

自
分
が
商

社
や
保
険
会
社
や
銀
行
を
志
望
し
て
い
た
の
は
、
親
の
期

待
、友
達
への
見
栄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
こ
れ
は
小
林
さ

ん
の
言
う
「
偽
物
の
意
思
決
定
」
で
は
な
い
の
か
？
か
っ
こ

い
い
生
き
方
は
「
本
物
の
意
思
決
定
」
で
生
き
る
こ
と
で

は
な
い
の
か
？
こ
の
生
き
方
を
本
気
で
さ
せ
て
く
れ
る
会
社

は
、物
語
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
？”

つ
ま
り
、
業

種
で
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
生
き
方
で
選
ぶ
「
意
思
決
定
」

１
．物
語
的
大
家
族
主
義

　
当
社
の
理
念
小
冊
子
に
は
、「
物
語
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
『
個
』
の
尊
厳
を
『
組
織
』
の
尊
厳
よ
り
上
位
に
置

く
企
業
で
す
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
最
初
、
こ
れ
を

一
読
し
た
と
き
に
は
、「
正
気
か
？
」
と
驚
い
た
も
の
だ
。

筆
者
も
上
場
企
業
に
籍
を
置
い
た
経
験
が
あ
る
が
、
そ

の
中
で
見
聞
き
し
た
こ
と
は
、「
組
織
」
の
メ
ン
ツ
や
見

栄
の
た
め
、「
個
人
」
の
尊
厳
が
軽
視
さ
れ
、
損
な
わ
れ

た
風
景
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
は
組
織
の
大
小
を
問
わ

ず
、
島
国
か
つ
村
社
会
構
造
の
日
本
特
有
の
風
土
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
旗
を
翻
し
た
の
が
、
当

社
の
実
質
的
創
業
者
・
小
林
佳
雄
氏
（
現
：
取
締
役
会

長
）
だ
っ
た
。

２
．意
思
決
定
と
議
論

臥龍こと角田識之
物語コーポレーション・社友

物語コーポレーションに学ぶ
13期連続増収増益を支える
人財採用戦略

少子高齢化の影響から人手不足
倒産が激増している。特に宿泊業
や外食産業などは「採用難」と「高
い離職率」のダブルパンチに苦し
んでいる。その中にあって外食産
業の雄・物語コーポレーション（以
下当社と記す）は逆風の中、逞しく
前進している。13期連続の増収増
益で、グループでの店舗数（海外
含む）４７０店舗、売上高７９３億
円。当社が掲げる企業文化は「物
語的大家族主義」と呼ばれてい
る。この企業文化から生まれた「採
用力・育成力・定着力」の一端
をご紹介する。

母国に多くの方々が
働けるインフラを創る
という志への激励

加治社長からの
入社激励書の授与

11カ国の民族衣装で参列した入社式



に
目
覚
め
る
セ
ミ
ナ
ー
な
の
だ
。
な
お
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
内

容
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
な
っ
て
ア
マ
ゾ
ン
で
販
売
（
検
索
：
意

思
決
定
）し
て
い
る
の
で
、
是
非
見
て
欲
し
い
。

　
入
社
志
望
の
学
生
は
、
会
社
見
学
会
や
３
回
の
面
接

を
経
て
内
定
に
至
る
が
、
こ
の
中
で
は
先
輩
方
が
自
ら
意

思
決
定
し
、
実
に
イ
キ
イ
キ
と
働
い
て
い
る
こ
と
を
体
感

す
る
。
よ
く
あ
る
面
接
は
、
会
社
側
は
「
採
用
し
た
い

か
ら
よ
そ
行
き
の
仮
面
を
か
ぶ
る
」、
学
生
側
も
「
採
用

さ
れ
た
い
か
ら
よ
そ
行
き
の
仮
面
を
か
ぶ
る
」
の
仮
面
面

接
だ
が
、
当
社
で
は
仮
面
を
脱
い
だ
「
本
気
面
接
」
を

行
う
。
お
互
い
が
仮
面
の
ま
ま
で
結
婚
し
て
も
、
す
ぐ

に
現
実
が
待
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
早
期
離
職
の
原
因
を

作
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
就
活
生
が
一
番
驚
く
の
は
、
内
定
を
出
し
た
後
、「
内

定
を
も
ら
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
就
職
活
動
を
止
め
て
は

だ
め
。
人
事
を
尽
く
し
て
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
物
語
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
の
よ
う

だ
。
内
定
を
出
し
た
限
り
は
も
う
他
は
回
ら
な
い
で
と
い

う
「
オ
ワ
ハ
ラ
」
が
横
行
す
る
中
、
ど
こ
ま
で
も
「
本
物

の
意
思
決
定
」
を
迫
る
当
社
の
姿
勢
に
、“

こ
の
企
業
文

化
は
本
物
だ”

と
感
じ
る
学
生
も
多
い
。

４
．日
本
一
長
い
入
社
式

　
４
月
１
日
の
入
社
式
に
筆
者
も
参
列
し
た
が
、
テ
レ
ビ

局
３
社
、
新
聞
社
４
社
、
雑
誌
社
１
社
が
取
材
に
入
っ

て
い
た
。
理
由
は
２
つ
。
１
つ
は
９
時
か
ら
17
時
ま
で
の

日
本
一
長
い
入
社
式
、
そ
し
て
10
か
国
29
名
の
外
国
籍

社
員
が
各
国
の
民
族
衣
装
で
参
加
す
る
点
だ
。

　
で
は
何
故
、
日
本
一
長
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
？
そ
れ

は
「
個
」
の
尊
厳
を
、
組
織
運
営
の
都
合
よ
り
も
上
位

に
置
く
か
ら
だ
。
１
１
８
名
全
員
に
、
親
や
知
人
か
ら
の

激
励
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
。
外
国
籍
社
員
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
は
字
幕
が
付
く
。
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
固
有

の
内
容
で
書
か
れ
た
「
入
社
激
励
書
」
が
授
与
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
が
「
決
意
表
明
ス
ピ
ー
チ
」
を

す
る
。
１
１
８
名
分
を
読
み
上
げ
、
握
手
す
る
社
長
の

加
治
幸
夫
氏
は
大
変
だ
。
仮
に
他
の
上
場
企
業
で
、
同

様
の
こ
と
を
発
案
し
た
と
し
て
、「
社
長
、
６
時
間
壇
上

で
、
入
社
激
励
を
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
？
当
社
で
こ
れ
が
出
来
る
の
は
、「
個
」
の
尊
厳
を

最
上
位
に
置
く
企
業
文
化
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
決
意
表
明
に
お
い
て
も
、
数
人

が
マ
イ
ク
を
使
わ
な
い
地
声
で
語
る
と
い
う
「
意
思
決

定
」
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
全
員
に
共
通
し
て
い
た
の
が
、

「
何
々
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
で
は
な
く
、「
何
々
し
ま

す
」
と
の
言
い
切
り
だ
っ
た
。
人
の
意
思
力
は
語
尾
に
現

れ
る
と
言
う
。
幾
人
か
が
、「
何
々
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
言
い
か
け
て
、
必
死
に
「
何
々
し
ま
す
」
へ
と
思
考
修

正
し
て
い
る
こ
と
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

５
．ま
と
め

１ 

理
念
型
採
用

　
規
模
や
業
種
で
採
用
す
る
の
で
は
な
い
。
理
念
で
採
用

す
る
の
だ
。
何
故
な
ら
、
企
業
の
目
的
は
理
念
の
実
現
。

そ
の
同
志
を
求
め
る
の
が
採
用
活
動
。

２ 

人
財
像
と
風
土
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　
人
財
と
い
う
種
を
蒔
い
て
、
そ
れ
が
発
芽
し
、
成
長

す
る
の
は
、
そ
の
種
に
適
し
た
風
土
が
あ
る
か
ら
だ
。
人

財
像
を
明
確
に
し
、
そ
の
人
財
（
学
生
）に
風
土
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
だ
。

３ 

採
用
は
ト
ッ
プ
の
志
事

　
人
手
不
足
倒
産
の
時
代
。
採
用
活
動
を
現
場
に
丸
投

げ
し
て
は
危
険
。
採
用
は
ト
ッ
プ
の
志
事
と
位
置
付
け

る
。
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こ
こ
５
年
前
よ
り
日
本
企
業
の
生
産
性
の
低
さ
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
向
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。
と

う
と
う
政
府
主
導
で
「
働
き
方
改
革
」
な
る
も
の
ま
で

打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
働
き
方
改
革
の
本
質
は
、「
一
人

当
た
り
の
生
産
性
の
向
上
」
つ
ま
り
「
生
産
性
改
革
」

で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ（
ク
ラ
ウ
ド
）や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
投
資
も
勿

論
必
要
で
あ
る
が
、
一
切
費
用
の
掛
か
ら
な
い
「
生
産

性
改
革
」
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
意
思
決
定
」
と
「
議
論
」

だ
。「
意
思
決
定
に
よ
る
倍
速
化
」×

「
議
論
に
よ
る
局

面
最
善
手
」＝「
生
産
性
倍
増
の
法
則
」

　
実
は
当
社
の
13
期
連
続
増
収
増
益
の
中
核
エ
ン
ジ
ン

は
、
上
記
の
「
生
産
性
倍
増
の
法
則
」
な
の
だ
。
で
は
や

れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
事
は
そ
う

簡
単
で
は
な
い
。
２
０
１
０
年
に
小
林
佳
雄
氏
が
「
カ
ン

ブ
リ
ア
宮
殿
」
に
出
演
し
た
と
き
、
進
行
の
村
上
龍
氏

が
「
意
思
決
定
、
こ
れ
は
日
本
で
は
最
も
理
解
さ
れ
な
い

も
の
の
一
つ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。
事
例
を
挙
げ
て

み
よ
う
。

　
海
外
で
数
か
国
の
企
業
代
表
が
事
業
開
発
案
件
の
テ

ー
ブ
ル
に
着
い
た
時
、
呆
れ
ら
れ
る
の
が
、
日
本
人
の
「
こ

の
結
論
は
本
社
に
伺
っ
て
か
ら
ご
回
答
し
ま
す
」
と
い
う

発
言
だ
。「
あ
な
た
の
会
社
は
、
こ
の
場
で
意
思
決
定
で

き
な
い
人
を
派
遣
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」

　
あ
る
い
は
日
本
企
業
で
は
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て
い
る

「
根
回
し
」
や
「
空
気
を
読
む
」
も
、
一
歩
世
界
に
出

れ
ば
、
非
常
識
で
し
か
な
い
。
当
社
で
は
、
社
内
ル
ー
ル

に
「
根
回
し
禁
止
」
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
事
前
に
、

常
務
の
ご
意
向
は
こ
れ
こ
れ
で
す
と
聞
か
さ
れ
た
の
で

は
、
議
論
の
起
き
よ
う
が
な
い
。
会
議
と
は
会
し
て
議
論

す
る
こ
と
だ
。
議
論
を
尽
く
し
に
尽
く
し
て
、
こ
の
問

題
の
解
決
や
こ
の
課
題
の
実
現
に
は
、
こ
れ
が
最
善
の
策

で
あ
る
と
意
思
決
定
す
る
こ
と
な
の
だ
。

　
実
は
、
製
造
業
が
主
役
の
時
代
、
日
本
企
業
の
生
産

性
は
、
世
界
で
も
１
位
か
２
位
だ
っ
た
。
２
０
０
０
年
代

に
入
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
主
役
が
移
る
と
、
生
産
性
は

急
低
下
し
て
い
く
。
世
界
で
も
競
争
に
勝
つ
「
物
造
り
」

で
は
出
来
た
議
論
が
、「
人
」
が
軸
に
な
っ
て
く
る
と
何

故
か
鈍
る
。
周
り
の
空
気
を
読
ま
な
い
で
個
人
が
意
思

決
定
し
、
自
己
表
現
が
出
来
る
。
上
司
の
顔
色
を
窺
っ

た
り
、
場
の
空
気
を
読
ん
だ
り
し
な
い
で
本
気
の
議
論
が

出
来
る
。
こ
う
い
う
風
土
創
り
に
、
小
林
佳
雄
氏
は
心

血
を
注
い
で
き
た
。
と
い
う
こ
と
は
、求
め
る
人
財
も
「
意

思
決
定
と
議
論
が
出
来
る
人
」
と
な
る
。
採
用
活
動
に

お
い
て
は
、
こ
の
人
財
像
が
明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
、
人
財
と
風
土
の
相
思
相
愛
関
係
を
生
み
だ
す

コ
ツ
だ
。
相
思
相
愛
で
な
い
か
ら
早
期
離
職
が
生
ま
れ
る

の
だ
。

３
．仮
面
を
脱
い
だ
就
活

　
当
社
の
入
社
式
は
４
月
１
日
。
今
年
迎
え
た
の
は
１
１

８
名
。
こ
の
新
人
達
の
、
当
社
へ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク

ト
の
場
面
が
実
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
ほ
ぼ
全
員
が
「
意
思
決

定
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
が
、
入
社
へ
の
き
っ
か
け
だ
。
一
般

的
に
は
会
社
説
明
会
と
呼
ば
れ
る
場
面
だ
が
、
こ
こ
で

講
師
と
し
て
立
つ
の
が
小
林
佳
雄
氏
。

  

一
部
上
場
企
業
の
会
社
説
明
会
で
、
ト
ッ
プ
が
２
時
間

半
、
熱
弁
を
揮
う
と
い
う
事
例
を
、
筆
者
は
他
に
知
ら

な
い
。
し
か
も
会
社
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
学
生
の
入
社
志
願
率

は
約
50
％
と
、
と
て
も
高
い
。
会
社
の
こ
と
か
ら
先
に
話

す
と
、
焼
き
肉
、
ラ
ー
メ
ン
、
お
好
み
焼
き
な
ど
の
話

と
な
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
学
生
の
外
食
産
業
志
望
率

は
低
い
。

　
し
か
し
、
後
悔
し
な
い
人
生
の
決
め
方
、
会
社
の
選
び

方
、
そ
の
本
質
は
「
本
物
の
意
思
決
定
」
に
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
学
生
は
、
心
の
中
で
こ
う
つ
ぶ
や
く
。“

自
分
が
商

社
や
保
険
会
社
や
銀
行
を
志
望
し
て
い
た
の
は
、
親
の
期

待
、友
達
への
見
栄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
こ
れ
は
小
林
さ

ん
の
言
う
「
偽
物
の
意
思
決
定
」
で
は
な
い
の
か
？
か
っ
こ

い
い
生
き
方
は
「
本
物
の
意
思
決
定
」
で
生
き
る
こ
と
で

は
な
い
の
か
？
こ
の
生
き
方
を
本
気
で
さ
せ
て
く
れ
る
会
社

は
、物
語
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
？”

つ
ま
り
、
業

種
で
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
生
き
方
で
選
ぶ
「
意
思
決
定
」

１
．物
語
的
大
家
族
主
義

　
当
社
の
理
念
小
冊
子
に
は
、「
物
語
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
『
個
』
の
尊
厳
を
『
組
織
』
の
尊
厳
よ
り
上
位
に
置

く
企
業
で
す
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
最
初
、
こ
れ
を

一
読
し
た
と
き
に
は
、「
正
気
か
？
」
と
驚
い
た
も
の
だ
。

筆
者
も
上
場
企
業
に
籍
を
置
い
た
経
験
が
あ
る
が
、
そ

の
中
で
見
聞
き
し
た
こ
と
は
、「
組
織
」
の
メ
ン
ツ
や
見

栄
の
た
め
、「
個
人
」
の
尊
厳
が
軽
視
さ
れ
、
損
な
わ
れ

た
風
景
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
は
組
織
の
大
小
を
問
わ

ず
、
島
国
か
つ
村
社
会
構
造
の
日
本
特
有
の
風
土
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
旗
を
翻
し
た
の
が
、
当

社
の
実
質
的
創
業
者
・
小
林
佳
雄
氏
（
現
：
取
締
役
会

長
）
だ
っ
た
。

２
．意
思
決
定
と
議
論

臥龍こと角田識之
物語コーポレーション・社友

物語コーポレーションに学ぶ
13期連続増収増益を支える
人財採用戦略

少子高齢化の影響から人手不足
倒産が激増している。特に宿泊業
や外食産業などは「採用難」と「高
い離職率」のダブルパンチに苦し
んでいる。その中にあって外食産
業の雄・物語コーポレーション（以
下当社と記す）は逆風の中、逞しく
前進している。13期連続の増収増
益で、グループでの店舗数（海外
含む）４７０店舗、売上高７９３億
円。当社が掲げる企業文化は「物
語的大家族主義」と呼ばれてい
る。この企業文化から生まれた「採
用力・育成力・定着力」の一端
をご紹介する。

母国に多くの方々が
働けるインフラを創る
という志への激励

加治社長からの
入社激励書の授与

11カ国の民族衣装で参列した入社式



に
目
覚
め
る
セ
ミ
ナ
ー
な
の
だ
。
な
お
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
内

容
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
な
っ
て
ア
マ
ゾ
ン
で
販
売
（
検
索
：
意

思
決
定
）し
て
い
る
の
で
、
是
非
見
て
欲
し
い
。

　
入
社
志
望
の
学
生
は
、
会
社
見
学
会
や
３
回
の
面
接

を
経
て
内
定
に
至
る
が
、
こ
の
中
で
は
先
輩
方
が
自
ら
意

思
決
定
し
、
実
に
イ
キ
イ
キ
と
働
い
て
い
る
こ
と
を
体
感

す
る
。
よ
く
あ
る
面
接
は
、
会
社
側
は
「
採
用
し
た
い

か
ら
よ
そ
行
き
の
仮
面
を
か
ぶ
る
」、
学
生
側
も
「
採
用

さ
れ
た
い
か
ら
よ
そ
行
き
の
仮
面
を
か
ぶ
る
」
の
仮
面
面

接
だ
が
、
当
社
で
は
仮
面
を
脱
い
だ
「
本
気
面
接
」
を

行
う
。
お
互
い
が
仮
面
の
ま
ま
で
結
婚
し
て
も
、
す
ぐ

に
現
実
が
待
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
早
期
離
職
の
原
因
を

作
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
就
活
生
が
一
番
驚
く
の
は
、
内
定
を
出
し
た
後
、「
内

定
を
も
ら
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
就
職
活
動
を
止
め
て
は

だ
め
。
人
事
を
尽
く
し
て
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
物
語
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
の
よ
う

だ
。
内
定
を
出
し
た
限
り
は
も
う
他
は
回
ら
な
い
で
と
い

う
「
オ
ワ
ハ
ラ
」
が
横
行
す
る
中
、
ど
こ
ま
で
も
「
本
物

の
意
思
決
定
」
を
迫
る
当
社
の
姿
勢
に
、“

こ
の
企
業
文

化
は
本
物
だ”

と
感
じ
る
学
生
も
多
い
。

４
．日
本
一
長
い
入
社
式

　
４
月
１
日
の
入
社
式
に
筆
者
も
参
列
し
た
が
、
テ
レ
ビ

局
３
社
、
新
聞
社
４
社
、
雑
誌
社
１
社
が
取
材
に
入
っ

て
い
た
。
理
由
は
２
つ
。
１
つ
は
９
時
か
ら
17
時
ま
で
の

日
本
一
長
い
入
社
式
、
そ
し
て
10
か
国
29
名
の
外
国
籍

社
員
が
各
国
の
民
族
衣
装
で
参
加
す
る
点
だ
。

　
で
は
何
故
、
日
本
一
長
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
？
そ
れ

は
「
個
」
の
尊
厳
を
、
組
織
運
営
の
都
合
よ
り
も
上
位

に
置
く
か
ら
だ
。
１
１
８
名
全
員
に
、
親
や
知
人
か
ら
の

激
励
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
。
外
国
籍
社
員
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
は
字
幕
が
付
く
。
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
固
有

の
内
容
で
書
か
れ
た
「
入
社
激
励
書
」
が
授
与
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
が
「
決
意
表
明
ス
ピ
ー
チ
」
を

す
る
。
１
１
８
名
分
を
読
み
上
げ
、
握
手
す
る
社
長
の

加
治
幸
夫
氏
は
大
変
だ
。
仮
に
他
の
上
場
企
業
で
、
同

様
の
こ
と
を
発
案
し
た
と
し
て
、「
社
長
、
６
時
間
壇
上

で
、
入
社
激
励
を
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
？
当
社
で
こ
れ
が
出
来
る
の
は
、「
個
」
の
尊
厳
を

最
上
位
に
置
く
企
業
文
化
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
決
意
表
明
に
お
い
て
も
、
数
人

が
マ
イ
ク
を
使
わ
な
い
地
声
で
語
る
と
い
う
「
意
思
決

定
」
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
全
員
に
共
通
し
て
い
た
の
が
、

「
何
々
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
で
は
な
く
、「
何
々
し
ま

す
」
と
の
言
い
切
り
だ
っ
た
。
人
の
意
思
力
は
語
尾
に
現

れ
る
と
言
う
。
幾
人
か
が
、「
何
々
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
言
い
か
け
て
、
必
死
に
「
何
々
し
ま
す
」
へ
と
思
考
修

正
し
て
い
る
こ
と
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

５
．ま
と
め

１ 

理
念
型
採
用

　
規
模
や
業
種
で
採
用
す
る
の
で
は
な
い
。
理
念
で
採
用

す
る
の
だ
。
何
故
な
ら
、
企
業
の
目
的
は
理
念
の
実
現
。

そ
の
同
志
を
求
め
る
の
が
採
用
活
動
。

２ 

人
財
像
と
風
土
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　
人
財
と
い
う
種
を
蒔
い
て
、
そ
れ
が
発
芽
し
、
成
長

す
る
の
は
、
そ
の
種
に
適
し
た
風
土
が
あ
る
か
ら
だ
。
人

財
像
を
明
確
に
し
、
そ
の
人
財
（
学
生
）に
風
土
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
だ
。

３ 

採
用
は
ト
ッ
プ
の
志
事

　
人
手
不
足
倒
産
の
時
代
。
採
用
活
動
を
現
場
に
丸
投

げ
し
て
は
危
険
。
採
用
は
ト
ッ
プ
の
志
事
と
位
置
付
け

る
。
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こ
こ
５
年
前
よ
り
日
本
企
業
の
生
産
性
の
低
さ
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
向
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。
と

う
と
う
政
府
主
導
で
「
働
き
方
改
革
」
な
る
も
の
ま
で

打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
働
き
方
改
革
の
本
質
は
、「
一
人

当
た
り
の
生
産
性
の
向
上
」
つ
ま
り
「
生
産
性
改
革
」

で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ（
ク
ラ
ウ
ド
）や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
投
資
も
勿

論
必
要
で
あ
る
が
、
一
切
費
用
の
掛
か
ら
な
い
「
生
産

性
改
革
」
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
意
思
決
定
」
と
「
議
論
」

だ
。「
意
思
決
定
に
よ
る
倍
速
化
」×

「
議
論
に
よ
る
局

面
最
善
手
」＝「
生
産
性
倍
増
の
法
則
」

　
実
は
当
社
の
13
期
連
続
増
収
増
益
の
中
核
エ
ン
ジ
ン

は
、
上
記
の
「
生
産
性
倍
増
の
法
則
」
な
の
だ
。
で
は
や

れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
事
は
そ
う

簡
単
で
は
な
い
。
２
０
１
０
年
に
小
林
佳
雄
氏
が
「
カ
ン

ブ
リ
ア
宮
殿
」
に
出
演
し
た
と
き
、
進
行
の
村
上
龍
氏

が
「
意
思
決
定
、
こ
れ
は
日
本
で
は
最
も
理
解
さ
れ
な
い

も
の
の
一
つ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。
事
例
を
挙
げ
て

み
よ
う
。

　
海
外
で
数
か
国
の
企
業
代
表
が
事
業
開
発
案
件
の
テ

ー
ブ
ル
に
着
い
た
時
、
呆
れ
ら
れ
る
の
が
、
日
本
人
の
「
こ

の
結
論
は
本
社
に
伺
っ
て
か
ら
ご
回
答
し
ま
す
」
と
い
う

発
言
だ
。「
あ
な
た
の
会
社
は
、
こ
の
場
で
意
思
決
定
で

き
な
い
人
を
派
遣
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」

　
あ
る
い
は
日
本
企
業
で
は
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て
い
る

「
根
回
し
」
や
「
空
気
を
読
む
」
も
、
一
歩
世
界
に
出

れ
ば
、
非
常
識
で
し
か
な
い
。
当
社
で
は
、
社
内
ル
ー
ル

に
「
根
回
し
禁
止
」
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
事
前
に
、

常
務
の
ご
意
向
は
こ
れ
こ
れ
で
す
と
聞
か
さ
れ
た
の
で

は
、
議
論
の
起
き
よ
う
が
な
い
。
会
議
と
は
会
し
て
議
論

す
る
こ
と
だ
。
議
論
を
尽
く
し
に
尽
く
し
て
、
こ
の
問

題
の
解
決
や
こ
の
課
題
の
実
現
に
は
、
こ
れ
が
最
善
の
策

で
あ
る
と
意
思
決
定
す
る
こ
と
な
の
だ
。

　
実
は
、
製
造
業
が
主
役
の
時
代
、
日
本
企
業
の
生
産

性
は
、
世
界
で
も
１
位
か
２
位
だ
っ
た
。
２
０
０
０
年
代

に
入
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
主
役
が
移
る
と
、
生
産
性
は

急
低
下
し
て
い
く
。
世
界
で
も
競
争
に
勝
つ
「
物
造
り
」

で
は
出
来
た
議
論
が
、「
人
」
が
軸
に
な
っ
て
く
る
と
何

故
か
鈍
る
。
周
り
の
空
気
を
読
ま
な
い
で
個
人
が
意
思

決
定
し
、
自
己
表
現
が
出
来
る
。
上
司
の
顔
色
を
窺
っ

た
り
、
場
の
空
気
を
読
ん
だ
り
し
な
い
で
本
気
の
議
論
が

出
来
る
。
こ
う
い
う
風
土
創
り
に
、
小
林
佳
雄
氏
は
心

血
を
注
い
で
き
た
。
と
い
う
こ
と
は
、求
め
る
人
財
も
「
意

思
決
定
と
議
論
が
出
来
る
人
」
と
な
る
。
採
用
活
動
に

お
い
て
は
、
こ
の
人
財
像
が
明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
、
人
財
と
風
土
の
相
思
相
愛
関
係
を
生
み
だ
す

コ
ツ
だ
。
相
思
相
愛
で
な
い
か
ら
早
期
離
職
が
生
ま
れ
る

の
だ
。

３
．仮
面
を
脱
い
だ
就
活

　
当
社
の
入
社
式
は
４
月
１
日
。
今
年
迎
え
た
の
は
１
１

８
名
。
こ
の
新
人
達
の
、
当
社
へ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク

ト
の
場
面
が
実
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
ほ
ぼ
全
員
が
「
意
思
決

定
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
が
、
入
社
へ
の
き
っ
か
け
だ
。
一
般

的
に
は
会
社
説
明
会
と
呼
ば
れ
る
場
面
だ
が
、
こ
こ
で

講
師
と
し
て
立
つ
の
が
小
林
佳
雄
氏
。

  

一
部
上
場
企
業
の
会
社
説
明
会
で
、
ト
ッ
プ
が
２
時
間

半
、
熱
弁
を
揮
う
と
い
う
事
例
を
、
筆
者
は
他
に
知
ら

な
い
。
し
か
も
会
社
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
学
生
の
入
社
志
願
率

は
約
50
％
と
、
と
て
も
高
い
。
会
社
の
こ
と
か
ら
先
に
話

す
と
、
焼
き
肉
、
ラ
ー
メ
ン
、
お
好
み
焼
き
な
ど
の
話

と
な
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
学
生
の
外
食
産
業
志
望
率

は
低
い
。

　
し
か
し
、
後
悔
し
な
い
人
生
の
決
め
方
、
会
社
の
選
び

方
、
そ
の
本
質
は
「
本
物
の
意
思
決
定
」
に
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
学
生
は
、
心
の
中
で
こ
う
つ
ぶ
や
く
。“

自
分
が
商

社
や
保
険
会
社
や
銀
行
を
志
望
し
て
い
た
の
は
、
親
の
期

待
、友
達
への
見
栄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
こ
れ
は
小
林
さ

ん
の
言
う
「
偽
物
の
意
思
決
定
」
で
は
な
い
の
か
？
か
っ
こ

い
い
生
き
方
は
「
本
物
の
意
思
決
定
」
で
生
き
る
こ
と
で

は
な
い
の
か
？
こ
の
生
き
方
を
本
気
で
さ
せ
て
く
れ
る
会
社

は
、物
語
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
？”

つ
ま
り
、
業

種
で
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
生
き
方
で
選
ぶ
「
意
思
決
定
」

１
．物
語
的
大
家
族
主
義

　
当
社
の
理
念
小
冊
子
に
は
、「
物
語
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
『
個
』
の
尊
厳
を
『
組
織
』
の
尊
厳
よ
り
上
位
に
置

く
企
業
で
す
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
最
初
、
こ
れ
を

一
読
し
た
と
き
に
は
、「
正
気
か
？
」
と
驚
い
た
も
の
だ
。

筆
者
も
上
場
企
業
に
籍
を
置
い
た
経
験
が
あ
る
が
、
そ

の
中
で
見
聞
き
し
た
こ
と
は
、「
組
織
」
の
メ
ン
ツ
や
見

栄
の
た
め
、「
個
人
」
の
尊
厳
が
軽
視
さ
れ
、
損
な
わ
れ

た
風
景
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
は
組
織
の
大
小
を
問
わ

ず
、
島
国
か
つ
村
社
会
構
造
の
日
本
特
有
の
風
土
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
旗
を
翻
し
た
の
が
、
当

社
の
実
質
的
創
業
者
・
小
林
佳
雄
氏
（
現
：
取
締
役
会

長
）
だ
っ
た
。

２
．意
思
決
定
と
議
論

臥龍こと角田識之

感動経営コンサルタント
として７社の世界一企業
の実現など、数々の企
業のV字回復を支援して
いる。また、物語コーポ
レーションの社友とし
て、経営陣のメンター役
も務めている。

＊ ＊ ＊

「お父さんがシェフで自分が経営者」
という夢を応援する激励書


